
              

 

    

       

日々を着実に積み重ねること 

校長 和内 正也 

本校にご入学された４８名の新入生のみなさん、そして保護者の皆様、このたびはご入学おめで

とうございます。ようこそ本校にお越しくださいました。 

進級した生徒のみなさん、保護者の皆様、新しい学年、クラスはいかがでしょうか。１０連休の

中で令和の時代がスタートしました。これから校内の授業は本格的となり、１年生は職場見学、２

年生は修学旅行、３年生は現場実習が始まります。 

入学・進級から１ヶ月あまりが過ぎ、新しい学校生活にもなじんできたで 

しょうか？ ４月の全校朝会でもお話ししましたが、自分の居場所ができて落

ち着けるようになるまでがひと苦労だと思っています。気になること心配なこ

とがあったら、我慢をしないで担任の先生、話しやすい先生、あるいは家族の

方などにぜひ伝えてください。 

「少しずつ前に進んでいるという感覚は、人間としてすごく大事。」「今自分にできること、頑張

ればできそうなこと、そういうことを積み重ねていかないと、遠くの大きな目標は近づいてこない。」

「小さいことを積み重ねるのが、とんでもないところへ行くただひとつの道だと思っています。」 

これは先日引退会見を行った、野球のイチロー選手の言葉です。彼は大記録を達成して、「天才」

と言われることもあります。しかしそんな人が毎日毎日の地味な努力や工夫を重ねて一歩一歩向上

していくしかない、と考えていることに、とても説得力と重みがあると私は思っています。 

本校に在籍するみなさんの１日１日が充実して成長があり、卒業時には「ここまで達した」と自

分を振り返ることができるように、そんな「おもい」を持って卒業していただける学校でありたい

と願っています。生徒のみなさんには、４月当初のフレッシュな気持ちを忘れずに、着実に１日１

日を積み重ねてほしいですし、保護者の皆様には、そんな生徒たちを引き続き支えていただければ、

と思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

セクシュアル・ハラスメント相談窓口 

 横浜市では、各学校にセクシュアル・ハラスメントに関する担当を置くこととなっています。今年度の校内相

談窓口は、副校長 笠原丈史、教諭（生徒指導） 工藤 勉、養護教諭 斎藤亮子 鵜飼 栞です。 

どうぞお気軽にご相談ください。TEL：（０４５）３９１－２１３１ 

なお、教育総合相談センターの一般教育相談も、セクハラ相談窓口として利用できます。 

TEL：（０４５）６７１－３７２６ 月～金 9：00～17：00（年末年始を除く平日） 

本校ホームページでも相談窓口について掲載しておりますので、併せてご参照ください。 

令和元年 5 月１５日（水） 

住所：横浜市瀬谷区二ツ橋町 470 

電話：（045）391-2131 
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○1 年生 

 今年は 4 月には珍しい寒い日があり、桜の花が例年に比べて長く咲いているように思います。地域散策

はあいにくの天気でしたが、体育館でスポーツデイの練習として、王様ドッジボールを楽しみました。入学

してしばらくの間、「慣れるまでは大変だと思います。」という言葉をよく聞いたと思いますが、みなさんは

小学校、中学校で身に付けた力をもって入学しています。実際、あいさつや時間を守ることは、学年全体と

して意識して頑張っている様子が分かります。ですので、今までの経験を活かしつつ、先生や友達のアドバ

イスを「素直な気持ち」で聞いて、自分を成長させていきましょう。 

○2 年生 

 ２年生はおそらくこのお便りが配られる頃、修学旅行に行っているでしょう。

４月にクラス替えがあって以降、クラス別行動の話し合いを重ねてきました。十

分な時間ではなかったですが、パソコンやガイドブックを使って皆で話し合う様

子からは前向きな姿勢を感じました。北海道、飛行機、宿泊、自主行動と初体験

のことが多いかと思いますが、この旅行が生徒の皆さんにとって思い出深いものになることを願っています。 

 実習の準備も併行して行われました。しおり等が配布された日から取り組むことを呼びかけたところ、ほ

とんどの生徒が次の日に提出していました。また、連休明けには実習先紹介面接もありました。メリハリが

求められる学校生活ですが、この２年生が転機となります。少しずつ力を付けていけるよう粘り強く支援し

ていきます。 

○３年生 

３年生は、いよいよ前期現場実習が始まります。自分の力を最大限発揮できるようにすること、自分の得

意、不得意、自分が配慮してほしい内容を周りの方々に伝えられるようにすること等の準備を学校では重ね

てきました。相手に伝わるように言えるかなぁ？初めての場所で、初めての人たちの中で自分の力を出せる

かなぁ？不安もたくさんあるようです。 

でも、私は実習から帰ってきたときの生徒の顔を見るのが大好きです。「学校に戻って来

られた！」と思う人も、「学校に戻ってきちゃった！」と思う人もいるようですが、どの生

徒も実習前とは違う表情を見せてくれるからです。 

６月下旬から７月初旬にはケースワーカー面談もあり、自分の応援団づくりに積極的に取

り組んでいきます。卒業後の生活に向けて、それぞれが動き始めている春です。 

○保健室から 

新年度が始まって１か月が経ちました。生徒たちは新しい学年や学級にも少しずつ慣れてきたようで、授

業や部活動などに真剣に打ち込む姿や元気に楽しく友達とかかわっている姿が保健室からも見られます。 

ですが、大型連休が明けたこの頃は、体や心に疲れが出てけがをしたり体調を崩したりしやすい時期でも

あります。改めて規則正しい生活を心がけてほしいと思います。もうすぐ実習も始まります。自分の体調を

把握し、健康管理ができるようにしていきましょう。また、健康診断の結果により「受診のおすすめ」をお

渡ししています。早めの医療機関受診をよろしくお願いします。 

 

「横浜市立二つ橋高等特別支援学校 Web サイト」  

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/ 
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